
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋のご挨拶 

「賃上げ 社会揺さぶる」 
 

 

この夏の猛暑が続く中「日銀修正 世界揺さぶる」の見

出しが紙面（日本経済新聞、2023年7月31日）に走りました。

日本銀行の政策修正は、低金利下でこれまで海外に流

出していた500兆円の緩和マネーが日本に戻る契機にな

るかもしれないというのです。 

金融緩和により、長らく日本の投資家の目は金利が高

い海外に向いていました。しかし、内外の金利差が縮小

するなら、日本の投資家にとっては、為替変動リスクのな

い国内での投資のほうが安心です。つまり、見出しの「世

界を揺さぶる」とは、外国からすると日銀修正は資金流

出につながるということなのです。 

 

「やっと到達？600兆円経済」 

戦略目標として掲げながらも、低い潜在成長率が障害

となり長らく未達だった「名目GDP600兆円」が2024年度

には達成する見通しとなったことが伝えられました。（内閣

府2023年7月20日発表）実現すれば2022年度の名目GDP

（561.9兆円）を7％強上回ります。 

企業の売上や利益、賃金、その他さまざまなものの値

段の上昇がGDPを押し上げます。ニュースなどで報じら

れている「23年度の設備投資が名目ベースで100兆円台

に乗せ過去最高となる見通し」もそのひとつです。 

そうしたなか私たちの最大関心事は賃金動向です。売

上や利益が改善し、設備投資意欲が増すなど、大企業を

中心に企業のデフレマインドからの脱出の兆しは窺えま

す。一方、実質賃金は15カ月連続の減少（毎月勤労統計調

査（速報）2023年8月8日、厚生労働省）が伝えられています。 

名目賃金が上がっても、それ以上に物価が上昇する

状況では、目の前の生活をどうやり繰りし、子育てや将

来の計画、趣味や余暇、リスキリングなど先々のことを考

えるとき、やはり投資より節約と貯蓄に重きをおく従来の

発想からは簡単に離れられないというのが正直なことこ

ろです。これは値上げや賃上げ対応に苦慮する中小企

業を中心とする企業においても同様です。 

 

「決め手は真に潤う賃上げ」 

生活者の立場からすると、賃金アップを強く実感できる

ようにならなければ、将来への投資や積極的な消費には

前向きになれません。これは、大企業が増収増益を手に

して設備投資に前向きなったのと同じです。いい意味で

社会を揺さぶるような賃上げの到来が望まれます。 

一方、眼前で進む物価上昇には、将来に向けて次の

ような現象が伴う可能性がある点にも留意が必要です。 

十数年前のデフレ真っただ中で建設されたマンション

には、資材価格が安かったため厚みのある高価な石材

がふんだんに使われ、洗面所や浴室の設備も高品質の

ものが使われるなど、贅沢な作りのものが少なくないとい

われます。これは現在中古マンションが高値でも売れる

理由のひとつになっていると考えられています。 

私たちは今、これまで約30年間で染みついた「値段は

あがらない」「金利なんてないも同然」というマインドに基

づく生活スタイルやお金の使い方が変わる過渡期に差し

掛かっているのかもしれません。そうした不透明な過渡

期をご一緒に上手に乗り切りましょう。 
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住所変更などはありませんか。近況の変化やご要望、ご質問などございましたら私（裏面）までご連絡ください。 

また、私がお役に立てそうな方がいらっしゃいましたらぜひご紹介賜りますようよろしくお願いいたします。 
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「ハーバード大学の『幸せ研究』」 
 

 

幸せ研究で知られるハーバード大学のロバート・ウォ

ールディンガー氏の著書が先ごろ出版され話題です。そ

こで「幸せ」について身近な話題を少し拾ってみました。 

 

「マチルダ」 
今年、日本初公演が行われた英国ロイヤル・シェイク

スピア・カンパニー製作の大ヒットミュージカル「マチルダ」

をご存じですか。劇中次の主旨の言葉があります。 

ママは言う私は奇跡だって。パパは言う僕は特別な子

だって。私は空から舞い降りてきた天使だとママは言う。

しかし「何百万人に一人」が何百万人もいて、皆が特別で

平均以上、それ（奇跡や特別）って普通ってことじゃない？ 

へそ曲がりのようであり、的を射ているようでもありま

す。しかし、わが子を特別だ、奇跡だと思えるのは幸せな

ことに違いありません。また「第一子が生まれた時『これ

で人生の目的の９割を達成した』と心底思った。そして子

どもたちが無事成人した。これ以上の幸せを望んだら罰

が当たる。残りの人生はおまけだ」と語る人もいます。 

 

「一つだけの花」 
ヒット曲『世界に一つだけの花』（作詞作曲・槇原敬之）は、

皆はじめから「特別なonly one」なのだから、争って「No.1」

にならなくていいと歌います。一方でこんな声もあります。 

「特別だonly oneだと実感する手っ取り早い方法のひと

つは他人と比べること。それは人情であり自然なこと。さ

らに、実生活では『どうせ頼むなら、よりよい仕事をしてく

れる人に』と皆考えるから、そこに競争が生まれる。舞台

に立ちたいと願えば、他の候補者と競わなければならな

らない。競わずに生きるのも、自分をonly oneだと思うの

も容易ではない。しかし、乗り越えるのが難しいから、そ

の先にやり切った清々しさがある。それは幸せな瞬間だ

し、振り返るとそれまでの道程も幸せな記憶となる」 

 

「よい人間関係」 
ハーバード大学には、多くの同じ被験者を若い時から

老年まで長期にわたり追跡調査し、幸福で健康な人生を

送るための鍵を解明する研究があります。研究期間はす

でに84年に及び史上最長の「幸せ」に関する研究として

知られます。前出のロバート・ウォールディンガー氏は本

研究の４代目の責任者です。 

同氏は、かつて「人生を幸せにするのは何？最も長期

に渡る幸福の研究から」と題するTEDカンファレンスにお

ける講演でも大いに注目されました。 

この研究では、多くの若者は幸せには富や名声が必

要だと考えるが、よい人間関係を築いた（家族や友だち、コ

ミュニティとよく繋がっている）人ほど最も幸せで身体的にも健

康に過ごしていることが示されました。 

 

皆さまはどんなことに幸せをお感じになりますか？  

（出典） 

ロバート・ウォールディ 

ンガー、マーク・シュル 

ツ著『グッド・ライフ 幸 

せになるのに、遅すぎ 

ることはない』（辰巳出 

版） 

 
 
 
 

こんな時はご連絡ください  
 

 

 

適切なサービスや情報を提供し、皆さまをお守りする

ために、次のようなときは私にご連絡ください。 

●各種手続きや保障内容の見直しなどの相談や問い合わせ 

□ 契約内容・保障内容の確認・見直し 

□ 老後資金や相続に関する相談 

□ 医療費や介護費用の心配 

□ 保険金や給付金の請求について 

□ 入退院や手術の予定 

□ 災害や事故などに遭遇されたとき 

□ 身近な方のご結婚・ご出産・入進学 

□ 転居・転職・起業の予定 

□ 事業拡大や事業承継の計画（法人様） 

□ 福利厚生制度・役員の保障の相談（法人様） 

□ 紹介して欲しい人・提供して欲しい情報がある 

●その他 

疑問や不安に感じていること、近況なども気軽にお聞

かせいただければ幸いです。また、私がお役に立てそう

な方がいらっしゃいましたらぜひご紹介ください。 
 

 

 
（差出人・連絡先） 

ソニー生命保険株式会社 

新宿ライフプランナーセンターエグゼクティブ支社 

エグゼクティブ ライフプランナー 

町田 信行 
 

掲載内容等に関するお問い合わせは私まで。 

〒151-0053 
渋谷区代々木 2-1-5 
JR 南新宿ビル 18F 
TEL: 03-5358-1700 FAX: 03-5358-1850 
携帯: 090-3681-3416 
メール: NOBUYUKI_MACHIDA@sonylife.co.jp  

禁無断転載 


